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２
０
２
４
年
度
決
算
を
審
議
し
た
９
月
議
会
が
、
10
月
３
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年

度
で
は
、
前
年
度
に
続
き
、
小
学
校
と
新
た
に
特
別
支
援
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
、

高
齢
者
補
聴
器
助
成
の
上
限
額
を
２
万
円
か
ら
３
万
円
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
市
民
の
要
求
が
実

現
し
ま
し
た
。
し
か
し
長
引
く
物
価
高
騰
や
、
昨
年
夏
頃
か
ら
本
格
化
し
た
米
の
価
格
上
昇
で
苦

し
む
市
民
生
活
に
対
し
、
船
橋
市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

午後１時
～４時12月16日（火）

第２・３回
定例議会

　

２
０
２
４
年
度
に
船
橋
市
が

行
っ
た
物
価
高
騰
対
策
は
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
て
不
足
分

を
一
般
財
源
で
補
う
と
い
う
も

の
ば
か
り
。
そ
の
た
め
、
対
象

と
な
る
市
民
が
限
定
さ
れ
、
金

額
は
、
１
世
帯
当
た
り
３
万
円

や
、
こ
ど
も
加
算
２
万
円
と
い

物
価
高
騰
対
策
は 
国
や
県
に
お
願
い
だ
け
の
船
橋
市

今
じ
ゃ
な
く 

い
つ
な
ら
使
う
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う
わ
ず
か
な
額
で
、
し
か
も
、

１
度
だ
け
で
し
た
。
な
ぜ
、
市

独
自
で
物
価
高
騰
対
策
を
し
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
市
は
、
「
物

価
高
騰
の
影
響
は
広
範
囲
に
及

ぶ
た
め
、
国
や
県
に
よ
る
支
援

が
必
要
」
と
繰
り
返
す
ば
か
り

で
す
。

　

物
価
高
騰
対
策
の
中
で
も
、

要
望
が
強
い
の
は
「
学
校
給
食

無
償
化
」
で
す
。
船
橋
市
は

２
０
２
３
年
度
に
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
て
２
０
２
４
年
１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
３
か
月
間

だ
け
、
給
食
の
無
償
化
を
実
施

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
継
続
に

は
毎
年
多
額
の
一
般
財
源
が
必

要
」
と
し
て
、
続
行
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
２
０
２
４
年

度

の

一

般

会

計

予

算

は

約

２
６
３
３
億
円
。
そ
の
わ
ず
か

「船橋地名発祥の地」

　船橋地名発祥の地で

ある海老川橋のそば。

生命力の強いシーラカ

ンスにあやかり、生態

系の回復と市民の健康

を願うものと記されて

います。

　周辺には過去の水害

を記録した「海老川の

すがた」等の掲示も。

自然や、市民の健康・

安全を守ろうという先

人の思いを大切にした

いものです。

医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

　
　
　
　
　「
現
プ
ラ
ン
」
見
直
し
へ

あ
き
ら
め
ず 

も
っ
と
増
や
そ
う

女
子
ト
イ
レ

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
海
老
川
上

流
地
区
へ
の
移
転
建
て
替
え
計

画
に
つ
い
て
、
現
プ
ラ
ン
を
見

直
す
こ
と
が
６
月
の
市
長
選
後
、

初
の
７
月
議
会
で
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
の
建
設
工
事
入
札

不
調
後
、
現
プ
ラ
ン
の
総
事
業

費
が
１
０
０
０
億
円
を
超
え
る

見
通
し
と
な
る
一
方
、
医
療
セ

ン
タ
ー
の
経
営
状
況
は
厳
し
く
、

今
年
度
も
13
億
円
以
上
の
赤
字

が
予
測
さ
れ
、
病
院
と
し
て
建

設
費
の
返
済
が
見
通
せ
な
い
状

況
で
し
た
。
市
長
選
挙
で
は
医

　

「
女
子
ト
イ
レ
だ
け
長
い
行

列
」
は
多
く
見
か
け
ま
す
。
船

橋
市
役
所
で
も
昼
休
み
な
ど
、

女
子
ト
イ
レ
の
外
ま
で
順
番
待

ち
で
並
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

市
役
所
本
庁
舎
の
男
女
便
器

数
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
男
性

が
１
６
０
器
（
大
70
・
小
90
）
、

女
性
は
68
器
で
し
た
。
つ
ま
り

療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
建
て
替
え

問
題
が
一
つ
の
争
点
に
な
り
、

見
直
し
を
表
明
す
る
候
補
者
の

票
が
全
体
の
半
数
を
超
え
、
民

意
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
で
は
市
役
所
の
内

部
に
検
討
の
た
め
の
協
議
会
が

設
置
さ
れ
、
今
年
度
中
に
建
物

の
規
模
や
構
成
の
検
討
、
概
算

工
事
費
の
算
出
を
行
い
、
来
年

度
上
半
期
中
に
事
業
収
支
計
画

を
整
理
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
確

保
し
、
病
院
や
船
橋
市
の
事
業

費
負
担
が
適
正
な
計
画
に
な
る

か
否
か
は
、
こ
れ
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
依
然
と
し
て
建
て
替

え
場
所
は
水
害
や
液
状
化
の
リ

ス
ク
が
あ
る
海
老
川
上
流
地
区

区
画
整
理
地
内
で
あ
り
、
見
直

し
が
必
要
で
す
。

女
性
用
便
器
は
男
性
用
の
半
分

以
下
で
す
。
職
員
数
は
女
性
の

方
が
１
０
０
人
ほ
ど
多
い
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
。

　

体
の
構
造
上
、
女
性
の
方
が

ト
イ
レ
の
所
要
時
間
が
長
く
な

り
ま
す
。
そ
の
上
、
数
が
足
り

て
い
な
い
の
で
す
か
ら
行
列
に

な
っ
て
し
ま
う
の
も
当
然
で
す
。

１
％
程
度
の
予
算
で
、
給
食
は

無
償
化
で
き
ま
す
。
市
は
、
「
国

に
対
し
て
常
に
機
会
を
捉
え
て

強
く
要
望
し
て
い
る
」だ
け
で
す
。

　

国
が
国
民
に
責
任
を
負
う
よ

う
に
、
市
は
市
民
に
責
任
が
あ

り
ま
す
。
市
が
何
も
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
責
任
の
放
棄
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

かっぱと
シーラカンス像

船橋再発見

た
め
こ
み
金

た
め
こ
み
金

「
た
か
が
ト
イ
レ
」
と
笑
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
女
性
の

人
権
問
題
で
す
。

　

政

府

も
「

骨

太

の

方

針

２
０
２
５
」
に
「
女
性
用
ト
イ

レ
の
利
用
環
境
の
改
善
」
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。
９
月
議
会
の

総
務
委
員
会
で
、
船
橋
市
に
早

急
な
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
度
、
船
橋
市
は
国
民
健
康
保
険

料
・
介
護
保
険
料
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
市
民

に
負
担
を
強
い
た
一
方
で
、
決
算
剰
余
金
40
億

円
を
財
源
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、
年
度
末
の

残
高
は
２
５
０
億
円
に
も
お
よ
び
ま
し
た
。
く

ら
し
の
支
援
に
背
を
向
け
て
、
海
老
川
上
流
地

区
開
発
の
た
め
に
同
基
金
を
た
め
こ
み
続
け
た

の
で
す
。
市
民
に
対
し
、
誠
実
に
向
き
あ
っ
た

市
政
執
行
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、

病
院
の
経
営
状
況
が
厳
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

昨
年
度
中
に
、
事
業
費
総
額
１
０
０
０
億
円
を

超
え
る
、
現
プ
ラ
ン
を
見
直
す
考
え
が
示
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
も
問
題
で
す
。

　

決
算
案
は
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

日
本
共
産
党
は
不
認
定
と
し
ま
し
た
。

船橋市立医療センター
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中
学
生
が
自
衛
隊
で
職
場
体
験
！

市
民
の
命
を
守
る
「
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」
の

　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
は
直
ち
に
改
善
を

　

中
学
で
は
授
業
の
一
環
と
し

て
、
企
業
な
ど
で
「
職
場
体
験
」

を
し
ま
す
。
そ
の
体
験
先
に
自

衛
隊
が
入
っ
て
お
り
、
船
橋
市

で
は
昨
年
度
、
３
校
・
計
33
人

の
生
徒
が
自
衛
隊
に
「
職
場
体

験
」
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
自

衛
隊
で
何
を
体
験
す
る
（
し
た
）

　

千
葉
県
で
は
、
外
環
高
谷
Ｊ

Ｃ
Ｔ
周
辺
か
ら
蘇
我
Ｉ
Ｃ
・
市

原
Ｉ
Ｃ
周
辺
を
結
ぶ
「
新
湾
岸

道
路
」
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
「
新
湾
岸
道
路
」

の
建
設
目
的
の
一
つ
に
、
湾
岸

地
域
の
渋
滞
緩
和
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
こ
の

渋
滞
が
ど
の
程
度
緩
和
す
る
の

か
、
具
体
的
な
渋
滞
解
消
箇
所

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
実
施

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
国
道
３
５
７
号
線
の

二
俣
交
差
点
～
若
松
交
差
点
の

　

船
橋
市
の
消
防
局
は
、
単
独

の
指
令
セ
ン
タ
ー
を
備
え
て
い

ま
す
。
単
独
で
指
令
セ
ン
タ
ー

を
有
す
る
こ
と
で
、
医
師
会
や

医
療
セ
ン
タ
ー
と
密
に
連
携
が

図
れ
る
こ
と
や
、
迅
速
で
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
昨
今
、
市
内
の
至
る

所
で
宅
地
開
発
が
進
み
、
数
年

前
の
地
図
が
全
く
役
に
立
た
な

の
か
、
学
校
と
教
育
委
員
会
は

事
前
も
事
後
も
確
認
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
自
衛
隊
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
は
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
シ
ス

テ
ム
の
前
に
並
ぶ
中
学
生
の
写

真
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
自
衛
隊
は
専
守
防
衛

を
逸
脱
し
、
米
軍
な
ど
と
一
体

約
３
・
５
㎞
区
間
で
渋
滞
解
消

策
が
進
行
中
で
す
。
こ
の
事
業

が
完
了
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
の

渋
滞
解
消
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

「
新
湾
岸
道
路
」
の
建
設
は
、

約
１
兆
円
～
２
兆
円
と
い
う
多

額
の
予
算
が
か
か
る
と
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
せ
め
て
、
現

在
進
行
中
の
事
業
を
含
め
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
か

ら
、
新
湾
岸
道
路
の
必
要
性
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

「
指
令
セ
ン
タ
ー
で
使
用
し
て

い
る
地
図
が
、
い
つ
導
入
さ
れ

た
も
の
な
の
か
」
を
調
べ
る
と
、

直
近
で
導
入
し
た
の
は
５
年
前

（
２
０
２
０
年
）
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

は
独
自
で
指
令
セ
ン
タ
ー
を
持

っ
て
い
る
強
み
が
発
揮
で
き
ま

せ
ん
。

　

１
分
１
秒
を
争
う
救
急
シ

共
産
＝
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
民
主
＝
市
民
民
主
連
合
（
議
長
を

除
く
９
人
）
、
公
明
＝
公
明
党
（
９
人
）
、
結
＝
結
（
８
人
）
、
清
風

＝
清
風
会
（
５
人
）
、

飛
翔
＝
飛
翔
（
５
人
）
、
市
政
＝
市
政
会
（
３

人
）
、
無
所
属
（
４
人
）
は
・
三
・
佐
・
朝
＝
各
議
員
の
頭
文
字　

【
○
＝
賛
成　

×
＝
反
対　

退
＝
退
席
】

と
な
っ
て
戦
う
為
の
大
規
模
な

軍
事
演
習
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。

　

上
官
の
命
令
に
絶
対
服
従

で
、
命
を
賭
け
て
戦
う
義
務
の

あ
る
自
衛
隊
は
一
般
の
職
場
と

同
じ
で
し
ょ
う
か
。
自
衛
隊
で

の
職
場
体
験
は
、
子
ど
も
を
軍

隊
か
ら
遠
ざ
け
る
国
際
法
上
の

ル
ー
ル
に
も
抵
触
し
ま
す
。
職

場
体
験
先
か
ら
は
除
外
す
べ
き

で
す
。

ス
テ
ム
で
す
。
地
図
の
更
新

に

か

か

る

費

用

は

わ

ず

か

１
３
０
０
万
円
で
す
か
ら
、
た

だ
ち
に
改
善
し
、
せ
め
て
１
年

に
１
回
は
地
図
の
更
新
を
す
る

よ
う
市
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
「
１
年
に
１

回
更
新
し
て
も
ブ
ラ
ン
ク
が
で

き
る
。
ど
の
様
な
形
が
一
番
い

い
方
法
な
の
か
検
討
す
る
」
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民
の

命
を
守
る
た
め
の
予
算
増
を
今

後
も
求
め
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

　
　
　
　
安
全
重
視
の
独
自
基
準
を

生
活
困
窮
者

エ
ア
コ
ン
の
設
置
費
に
助
成
を

　

船
橋
市
議
会
は
８
月
６
日
、

来
年
度
か
ら
の
開
始
に
向
け
て

市
が
提
案
し
た
「
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
」
の
基
準
条
例
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
５
名
と
飛
翔

の
１
名
は
反
対
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
の
利
用
者
は
、
生

後
６
ヶ
月
～
３
歳
未
満
、
保
育

所
等
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も

で
す
。
園
に
慣
れ
て
い
な
い
乳

幼
児
を
短
時
間
預
か
る
と
い

う
困
難
要
素
の
多
い
事
業
で
す

が
、
一
般
型
で
は
保
育
者
の

半
数
が
無
資
格
で
も
可
能
と
さ

れ
、
一
人
当
た
り
の
面
積
基
準

も
０
歳
児
１
・
６
５
㎡
以
上
で

あ
る
な
ど
、
狭
く
な
っ
て
い
ま

　

猛
暑
の
中
、
熱
中
症
予
防
の

た
め
エ
ア
コ
ン
の
使
用
が
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
経
済
的

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
で
き
な
い

市
民
が
い
ま
す
。
９
月
議
会

で
、
こ
う
し
た
市
民
の
た
め
の

エ
ア
コ
ン
設
置
支
援
を
求
め
ま

し
た
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
長
か
ら

「
他
市
の
事
例
を
調
べ
て
い

る
。
物
価
高
騰
と
異
常
な
暑
さ

が
続
く
昨
今
、
ど
の
よ
う
な
生

す
。
さ
ら
に
、
保
育
の
経
験
が

な
い
営
利
企
業
で
も
参
入
で
き

ま
す
。

　

保
育
関
係
者
か
ら
は
「
毎
日

が
入
園
し
た
て
と
同
じ
で
、
お

昼
寝
中
の
事
故
や
食
事
の
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
な
ど
、
緊
張
の
連

続
に
な
る
」
と
強
い
懸
念
の
声

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共

産
党
は
保
育
者
を
全
員
有
資
格

者
と
す
る
な
ど
、
基
準
の
厳
格

化
を
求
め
ま
し
た
が
、
市
は
答

弁
を
避
け
ま
し
た
。

　

国
が
ほ
ぼ
一
方
的
に
決
め
た

制
度
と
は
い
え
、
子
ど
も
の
安

全
軽
視
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
抜

本
的
な
改
善
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

活
困
窮
者
支
援
が
必
要
で
あ
る

か
引
き
続
き
検
討
す
る
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
基
準
に
よ
っ
て

生
活
保
護
利
用
者
の
中
で
エ
ア

コ
ン
購
入
費
の
支
給
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
、
エ
ア
コ
ン
未
設
置

の
住
宅
に
居
住
す
る
保
護
利

用
者
へ
の
対
策
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
「
あ
き
ら
か
に
居
住
に
堪

え
な
い
な
ど
、
総
合
的
に
判
断

し
た
場
合
は
転
居
支
援
が
で
き

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
猛
暑
が
続
く
気
象
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
命
に
か

か
わ
る
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
、
船
橋
市
の
積
極
的
な
支
援

を
強
く
求
め
ま
す
。

７月・９月の船橋市議会　議案・日本共産党提案の意見書（発議案）・主な陳情への態度

内　容 結果 共産 民主 公明 結 清風 飛翔 市政 は 三 佐 朝

議案 ２０２４年度決算の認定について（一般会計） 認定 ×️ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×️ 〇 〇 〇

意
　
見
　
書
　（
発 

議 

案)

日本学術会議の独立性・自律性・自主性を脅かす新たな「日本学
術会議法」の成立に抗議する決議 否決 〇️ 〇：８

×：１ ×️ ×️ ×️ 〇：２
×：３ × 〇 〇 × 〇

米価高騰を抑え、国産米の安定供給に国が責任を持つことを求め
る意見書 否決 〇 〇 ×️ ×️ ×️ × × × 〇 × 〇

地域医療を守るための財政支援措置及び診療報酬再改定を求め
る意見書 否決 〇 〇 ×️ ×️ ×️ 〇 × 〇️ 〇 ×️ 〇

パレスチナ国家承認を直ちに行うよう日本政府に求める意見書 否決 〇 〇 ×️ ×️ ×️ × × 〇 〇 × 〇
いわゆる能動的サイバー防御法の廃止を求める意見書 否決 〇 × ×️ ×️ ×️ × ×️ 〇 〇 ×️ 〇
OTC類似薬の保険適用除外を行わず保険適用の継続を求める意見書 否決 〇 〇 ×️ ×️ ×️ × ×️ 〇️ 〇 ×️ 〇

消費税の減税を求める意見書 否決 〇 〇：７
退：２ ×️ ×️ ×️ × ×️ 〇️ 〇 ×️ 〇️

主
な
陳
情

マイナ保険証の保有の有無にかかわらず、国保加入者全員に資格
確認書の発行を求める陳情書 不採択 〇 〇 ×️ ×️ ×️ × × × 〇 × 〇

船橋市立医療センター建替えにあたり現地建替え案の検討を求め
る陳情 不採択 〇 ×：７

退：２ ×️ ×️ ×️ × × × × × 〇

新医療センター建設事業の現況に関し市長に市民への説明を求
める陳情 不採択 〇 ×：７

退：２ ×️ ×️ ×️ × × × × × 〇

新
湾
岸
道
路
の
建
設
で  
本
当
に
渋
滞
は
解
消
で
き
る
の
か
？

※東京都のチラシ

若松交差点付近


